






要約:血友病 A保因者診断において 3種の第Ⅷ因子遺伝子内プローブ/制限酵素による日本

人正常集団のヘテロ接合体頻度は 18～67%で,遺伝子外プローブ/制限酵素では 55%であっ

た.これら 2～3 種を組合せると,血友病 A 保因者診断率は約 70%であった。血友病 B の場

合,第Ⅸ因子遺伝子内 RFLP は 0 で,2 種の遺伝子外プローブ/制限酵素を用いた場合 30～

40%(組合せでは約 50%)であった.以上より,血友病保因者診断に RFLP 分析は有用であると

考えられる。


